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（1, 3）-β-D グルカン（BDG）測定は診断に有用とされるが、非 HIV 患者
の PCP 診断に特化した研究は少ない。本研究は、非 HIV 患者の PCP 診断




非 HIV 患者で PCP が疑われ、BF で得た検体から Pj が顕微鏡あるいは
PCR で証明され PCP の治療歴があるものを PCP 群とし、非 PCP 群と患者




上記手法で解析した結果、BDG 中央値は PCP 群 146.9pg/mL、非 PCP 群
11.5pg/mL であり、ROC 曲線から算出したカットオフ値は 36.6pg/mL
（AUC=0.924、感度 92.0%、特異度 84.8%）であった。同結果は、従来の
カットオフ値 20.0pg/mL と比較し、陽性・陰性尤度比の点からも診断に有
用であり、精度が高い検査であることを示した。また、プレドニゾロンや
メトトレキセート使用例は BDG の信頼性を下げる因子であることも確認
しており、今後の呼吸器疾患の研究、臨床応用への進展が期待される。 
 
以上のように本論文は呼吸器研究に貢献するところが大であり、審査委
員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 
 
